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図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

～図書館で映画を楽しもう～
『わくわくドキドキ★ムービーシアター』
『モンスター・ハウス』（吹替版 91 分）とと
■■とと■ ■ きききき 10 月 26 日㈰ 開場 13:30、上映 14:00
■■場場■■所所   ききLIC はびきの映像セミナー室
■■対対■■象象   きき図書館利用カードをお持ちの方　■■定定■■員員   きき先着 45 人
■■申申■■込込   きき中央図書館窓口・電話・ウェブサイトから
　　 10 月 1 日㈬～ 25 日㈯に申込

秋のシニアのおはなし会
「弘法と嫁と水～古市町の古井の話～」ほか
出演 : おはなしの森の皆さん
■■とと■ ■ きききき 10 月 9 日㈭ 15:10 頃
　　 （ラジオ体操終了後）
■■場場■■所所   きき陵南の森 歴史資料室 ※申込不要

正置友子さん講演会
【第２回】生きるための絵本
　　　　  ー未来に生きる子どもたちと絵本を読むということー
■■とと■ ■ きききき 11 月 26 日㈬ 13:30 ～ 16:30（開場 13:00 ～）
■■場場■■所所   きき羽曳野市役所　別館３階　会議室
■■定定■■員員   きき先着 60 人　■■￥￥   きき無料　※一時預かり保育なし
■■申申■■込込   きき10 月 8 日㈬ 10:00 より中央図書館窓口か電話で申込

秋の読書月間イベント
　詳細は 10 ページ、またはウェブサイトを参照

＜臨時休館のお知らせ＞
古市図書館 10 月 11 日㈯～ 12 日㈰（古市だんじり祭りのため）
10 月 10 日㈮ 17:30 ～ 15 日㈬ 10:00 ブックポスト使用不可
＜館内整理日＞
10 月 29 日㈬（図書の返却はブックポストへ）

市内図書館 おはなし会 特集テーマ

中　  央　☎ 072-950-5501　㈪休館
 4 日㈯　18 日㈯ 11:00 ～ 一般・アニメの本

児童・これも芸術12 日㈰　26 日㈰ 14:00 ～
18 日㈯ 15:00 ～

陵南の森　☎ 072-952-2750　㈮休館
 5 日㈰　12 日㈰　25 日㈯ 11:00 ～

一般・秋だ！出かけよう
児童・10/15 はきのこの日にちなんできのこの本

18 日㈯ 15:00 ～
19 日㈰　・小さい子向け
・少し長いお話を聞ける子向け

11:00 ～
11:30 ～

東  　部　☎ 072-950-2002　㈮休館  8 日㈬ 10:30 ～ たのしいあき

古  　市　☎ 072-958-0050　㈪㈫休館 ー 15:00 ～ 一般・てくてく散歩♪
児童・★まじょ★の本

丹  　比　☎ 072-937-2355　㈮休館 25 日㈯ 10:30 ～ 気になる　手にとる　本のＰＯＰ
羽曳が丘　☎ 072-958-8653
　　　　　　 072-957-5553　㈮休館 11 日㈯　25 ㈯ 11:00 ～ おいしい！を読書で味わおう


